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NECの目指すスマートエネルギービジョン

NECは「ICT」と「エネルギー」の技術の融合・調和をはかり、将来の社会におけるエネルギー需給の最適化を
実現します。そして、省エネと快適な生活の両立実現に貢献します。

1.	まえがき

国連によると、2011年時点で約70億人に達した世界
人口は、2025年に80億人を超え、2050年には96億
人まで増えると予想されています。都市部への人口集中も
相まって、世界の都市人口は2011年の35億人から63
億人に拡大し、その結果、食糧需要は現在の1.7倍、水は
1.6倍、エネルギーは1.8倍、温室効果ガスの排出量は
1.5倍に増えます（図1）。今日の都市型ライフスタイルを
維持し続けた場合、2050年には地球2つ分の資源が必

要となります。限られた地球上の資源を効率的に最大限
活用し、持続可能で公平に暮らすことのできる新たな社会
インフラの構築が求められています。
NECグループは、人が豊かに生きる安全・安心・効率
的・公平な社会を実現するためにICTを活用して社会イ
ンフラを高度化する「社会ソリューション事業」に注力して
います。さまざまな社会課題の解決に向けて、顧客価値と
社会価値が両立する新しいソリューションを提案します。
本特集では、スマートエネルギー社会を実現するための
ソリューション、サービス、技術を一般需要家様、企業様、
エネルギー事業者様の各お客様向けソリューションとして
紹介します。

2.	世界が抱えるエネルギー問題と今後の方向性

人口増加や経済成長に伴って、世界のエネルギー消費量
が急増しています。化石燃料への依存度の高まりとともに
火力発電所の稼働が増え、地球温暖化の原因の1つであ
る温室効果ガスの排出量が増加してきました。環境への
負荷を抑えることは地球規模で取り組むべき大きなテー
マですが、急増するエネルギー需要に対し不足させること
なく電力を供給することも、経済成長にとって不可欠です。
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図1　2050年の地球
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近年、火力発電や原子力発電などそれぞれのエネルギー
をバランス良く組み合わせつつ、温室効果ガスの排出量削
減のために、より環境負荷の低いエネルギーである太陽光
発電や風力発電などの再生可能エネルギーの導入が進め
られています。これらの再生可能エネルギーは、オフィス
や工場、家庭などにおける新しいエネルギー源として着実
に増えつつあります。
一方で、この再生可能エネルギーがこれまで安定的に運
用されてきた電力系統網に対して大量に流れ込むと、電力
供給が不安定になる可能性があり、また、再生可能エネル
ギーは天候や時間で変動するエネルギーであるため、常に
電力系統網とのバランスをとる必要があります。これらの
課題を解決してエネルギーの安定供給を維持するために、
新しい仕組みが求められています。

3.	NECが考える社会インフラ

NECは、コンピュータやクラウド技術などの「ICT」と、
蓄電システムや電気自動車用急速充電器などの「エネル
ギーコンポーネント技術」の双方を保有しています。さま
ざまなアセットを組み合わせることにより、電力の地産地
消、発電量変化の調整、また新たなサービスの追加など、
エネルギー需給と利用の最適化を図っていきます（図2）。
エネルギーの安定供給を支えるネットワークの構築に重

要な役割を担っているのが、規模に合わせた蓄電システム
とそれらを制御するICTです。再生可能エネルギーが大
量に導入される社会においては、エネルギーの需要側、供
給側の双方において、エネルギーを効率よく使うための取
り組みが必要です。
例えば、再生可能エネルギーを導入した需要側は、発電
量や消費量を把握することでエネルギーの消費を抑制す
る、あるいは、蓄電システムを用いてエネルギーを一時的
に蓄え、目的に応じてそのエネルギーを使用することも考
えられます。供給側はエネルギーの需給バランスをとるた
めに、発電した大量のエネルギーを蓄電システムに一時的
に蓄え、そのエネルギーを効率的に使用することも想定さ
れます。エネルギーの需要側と供給側がICTでつながり
協調することで、蓄電システムを連携利用できます。更に、
電力消費のピーク時において、コミュニティ内で相互に電
力を融通し合うなど、コミュニティ全体における電力の効
率的な利用が可能になります。

4.	社会インフラの高度化に貢献する
NECのソリューション

前述のような社会インフラを高度に構築するために、
NECではエネルギーの需給構造を需要側、供給側それぞ
れの視点から捉え、サービス、システム、ハードウェアを軸

図2　NECのスマートエネルギークラウド
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として最適なソリューションを提供します（図3）。
本特集では、社会インフラやエネルギー関連事業にか
かわるさまざまなお客様に対して、広くクラウドサービス
を提供するためのソリューション、ICTを紹介しています。

4.1視覚化技術
NECでは、クラウドによる電力データで正確な稼働状
況や発電量を把握して全体を俯瞰できるように、また分散
電源運用の監視やマーケット状況をリアルタイムで把握で
きるようにするための視覚化ソリューションを提供します。
複数のデータソースから取得されるデータの一元管理が
でき、可視化により直観的な管理が可能となります。

4.2分析・予測技術
電力システムは、さまざまなデータで溢れています。そ

れらは、保守履歴や生産計画などの業務データ、発電状況
や蓄電池、HEMSといったエネルギーデバイスの制御デー
タ、気象変動などの外部データに識別されます。これらの
データを空間・時間、ノードで関連付け、異常の検知や精
度の高い予測・分析を行うためのソリューションを提供し
ます。これにより、生産性を維持しつつ、効率的なエネル
ギー活用が可能となります。

4.3最適化技術
ピークシフト/カットといったデバイスの制御で、エネル
ギー収支の最適化を図ります。発電側、需要家側のシステ
ムとも連携させ、需給や生活ニーズに合わせたマネジメン
トを提案します。また、パートナー企業様と連携し、節電
アドバイス、設備機器の見守り、集合住宅に対する街全体
の見える化機能の実現など、サービスを拡充しています。

図3　NECのアセット

図4　ICTによる社会インフラの高度化
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5.	おわりに

NECは、さまざまな分野のお客様、パートナー企業様
とともに先進的な取り組みを行っています。今後は更に幅
広い領域でICTとエネルギー技術の融合による新しい価
値をグローバルにご提供し、安全、安心、効率的、公平な
社会に貢献します（図4）。
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